
■京丹後市

■北区

■上京区

■中京区

■東山区

■南区

■右京区

■西京区

■伏見区

■山科区

■下京区

■左京区

巽　　　昭
■宮津市・与謝郡
本田　太郎  

■福知山市
井上　重典
大橋　一夫

■綾部市
四方源太郎

■南丹市・船井郡
片山　誠治

■亀岡市
田中　英夫
中村　正孝

■向日市

■舞鶴市
池田　正義
小原　　舞

岸本　裕一
浜田　良之
平井　斉己

植田　喜裕
田中　健志
原田　　完

秋田　公司
小鍛治義広
山内　佳子

近藤永太郎
谷川　俊規
成宮真理子

岡本　和德
加味根史朗
島田　敬子
二之湯 真士
諸岡　美津

上原裕見子
上倉　淑敬
馬場　紘平 
前波　健史
山口　　勝
渡辺　邦子

小巻　實司
西脇　郁子

菅谷　寛志
林　　正樹
本庄　孝夫

荒巻　隆三

石田　宗久
北岡千はる
光永　敦彦

迫　　祐仁
林田　　洋

■木津川市・相楽郡
兎本　和久
松岡　　保

村井　　弘
村田　正治

丹後地域丹後地域

京都市域京都市域

中丹地域中丹地域

南丹地域南丹地域

山城地域山城地域
磯野　　勝

■城陽市
酒井　常雄
園崎　弘道

■長岡京市・乙訓郡
堤　　淳太
能勢　昌博

■八幡市
中川　貴由
森下　由美

■京田辺市・綴喜郡
尾形　　賢
北川　剛司

■宇治市・久世郡
田中美貴子
藤山裕紀子
前窪義由紀

府議会議員一般選挙−

府民の皆さんと府政をつなぐ、60人
　4月12日、京都府議会議員一般選挙が行われ、60人の
府議会議員が選出されました。4月30日からの4年間、
府民の皆さんの期待に応えられるよう活動していきます。

※掲載内容は平成27年4月14日現在　選挙区内は50音順
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予
算
特
別
委
員
会
で
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議

総
括
質
疑
（
主
な
項
目
）

▼ 

和
装
・
伝
統
産
業
の
振
興

▼ 

治
安
対
策
と
自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上

植
田 

喜
裕

自
民　

中
京
区

▼ 

地
方
創
生

▼ 

新
産
業
創
出

秋
田 

公
司

自
民　

南
区

▼ 

お
茶
の
京
都

▼ 

ツ
ア
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
6
の
京
都
開
催

尾
形 

賢

自
民
京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

▼ 

市
町
村
支
援

▼ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策

上
村 

崇

民
主
京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

松
岡 

保

民
主　
木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

け
い
は
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）

▼ 

野
生
鳥
獣
被
害
対
策

▼ 

高
浜
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
働

▼ 

雇
用
問
題
（ 「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
規
制
条
例
」
制
定
）

光
永 

敦
彦

共
産　

左
京
区

▼ 

地
方
創
生

▼ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策

山
口 

勝

公
明　

伏
見
区

成
宮 

真
理
子

共
産　

西
京
区

▼ 

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
に
よ
る
住
民
へ
の
深
刻
な
影
響

▼ 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、
老
人
医
療
助
成
制
度(

マ
ル
老) 

自

　民

（
14
名
）

民

　主

（
6
名
）

共

　産

（
5
名
）

公

　明

（
3
名
）

村
井

　
　弘 

諸
岡

　美
津

山
口

　
　勝

○
光
永

　敦
彦 

浜
田

　良
之

前
窪
義
由
紀 

成
宮
真
理
子

西
脇

　郁
子

◇
上
村

　
　崇 

大
橋

　一
夫

田
渕
五
十
生 

平
井

　斉
己

松
岡

　
　保 

島
内

　
　研

田
中

　英
夫 

安
田

　
　守

秋
田

　公
司 

荒
巻

　隆
三

林
田

　
　洋 

二
之
湯
真
士

小
巻

　實
司  

尾
形

　
　賢

植
田

　喜
裕 

桂
川

　孝
裕

近
藤
永
太
郎 

中
川

　貴
由

片
山

　誠
治 

四
方
源
太
郎

○ ◎○

会
派
名

委
員
名

京都府議会だより

3 月 6 日（金）

知事への意見・提言 （3 月 13 日）

予算特別委員会小委員会 代表質問

総括質疑

予算特別委員会

　

2
月
定
例
会
会
期
中
、予
算
特
別

委
員
会
小
委
員
会
を
開
催
し
、当
初

予
算
を
含
む
54
件
の
議
案
に
つ
い
て

審
査
。少
子
化
や
人
口
流
出
と
い
っ

た
課
題
が
あ
る
中
で
、京
都
ら
し
い

地
方
創
生
を
い
か
に
進
め
る
べ
き
か

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
審
査

を
行
い
ま
し
た
。こ
の
審
議
を
踏
ま

え
て
3
月
6
日
に
は
8
人
の
委
員

か
ら
総
括
的
な
質
問
が
出
さ
れ
、そ

れ
に
対
し
て
知
事
ら
が
答
弁
し
ま

し
た
。

　

こ
の
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た

主
な
指
摘
・
要
望
を
33
項
目
の「
意

見
・
提
言
」と
し
て
取
り
ま
と
め
、今

後
の
府
政
運
営
に
十
分
反
映
さ
れ

る
よ
う
、多
賀
議
長
か
ら
知
事
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

◎委員長　○副委員長（3 名）　◇幹事（1 名） 計 28 名

委
員
名
簿

　

平
成
27
年
２
月
13
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

の
29
日
間
の
会
期
で
２
月
定
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
山
田
知
事
か
ら
平
成
27
年
度

当
初
予
算
お
よ
び
国
の
経
済
対
策
を
踏
ま
え

た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
予
算
関
係
議

案
の
ほ
か
、自
殺
対
策
の
条
例
の
制
定
な
ど

に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。今
回
提
案
さ
れ
た
予
算
は
、災
害
か
ら
の

安
心
・
安
全
の
確
保
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

京
都
の
未
来
へ
の
創
生
を
中
心
に
し
た
約

９
，７
０
０
億
円
規
模（
一
般
会
計
）の
14
カ

月
予
算
で
す
。

　

今
会
期
中
、代
表
質
問
や
一
般
質
問
、予

算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
に
お
い
て
31
人

の
議
員
が
、提
出
議
案
を
は
じ
め
府
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、知
事
提
出
議
案

1
0
3
件
、意
見
書
8
件
を
可
決
・
同
意
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決 

～
２
月
定
例
会
～

京
都
府
自
殺
対
策
に
関
す
る
条
例
を
可
決

　

府
内
で
は
こ
こ
数
年
、毎
年
約
5
0
0
人

の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、15
歳
～
39
歳
で
は「
自
殺
」が
死

亡
原
因
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
殺
の

危
機
は
誰
に
で
も
発
生
し
得
る
も
の
で
あ

り
、本
条
例
は
、市
町
村
、関
係
団
体
な
ど

と
の
連
携
の
下
、当
事
者
や
ご
家
族
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
強
化
し
、悩
み
を
抱
え
た
方

の
孤
立
を
防
ぎ
、共
に
支
え
合
う
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

都道
府県初

○ 

平
成
27
年
度
京
都
府
一
般
会
計
予

算
、
各
特
別
会
計
予
算

○ 

平
成
26
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補

正
予
算
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

意
見
の
聴
取
に
関
す
る
条
例
制
定

○ 

京
都
府
自
殺
対
策
に
関
す
る
条
例

制
定　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
ど

○「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け
た
法
的
枠
組
み
」
構
築
へ

の
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書 

○ 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書 

○ 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差
別
扇
動
）
被
害
に
対
す
る
意
見
書 

○ 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
的
な
事
業
継
続
に
対
す
る
支
援
を

求
め
る
意
見
書 

○ 

私
立
高
校
生
へ
の
修
学
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

○ 

農
業
の
発
展
に
必
要
な
生
産
基
盤
整
備
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書 

○ 

都
市
農
業
の
振
興
策
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書 

○ 

国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推
進
と
広
く
国
民
的
議
論

の
喚
起
を
求
め
る
意
見
書

可
決
し
た
主
な
議
案

可
決
し
た
意
見
書
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2月17日（火）2月18日（水）

石
田 

宗
久　

自
民　

左
京
区

田
渕 

五
十
生

民
主　

伏
見
区

浜
田 

良
之　

共
産　

北
区

前
窪 

義
由
紀

共
産　

宇
治
市
・
久
世
郡

村
井 

弘　

公
明　

宇
治
市
・
久
世
郡

桂
川 

孝
裕　

自
民　

亀
岡
市

平
井 

斉
己　

民
主　

北
区

池
田 

正
義　

自
民　

舞
鶴
市

▼ 

地
方
創
生

▼ 

鴨
川
の
環
境
整
備

▼ 

道
徳
教
育

▼ 
地
方
創
生

▼ 
中
小
企
業
施
策

▼ 

防
災
対
策

▼ 

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー

▼ 

高
浜
原
発
再
稼
働

▼ 

医
療
費
助
成
制
度

▼ 

安
倍
政
権
の
増
税
路
線

▼ 

地
域
経
済
の
再
生

▼ 

災
害
問
題

▼ 

中
小
企
業
支
援
策

▼ 

茶
業
振
興

▼ 

淀
川
水
系
の
河
川
整
備

▼ 

土
砂
災
害
防
止
法
改
正
に
伴
う
今
後
の
取
組

▼ 

維
持
発
展
で
き
る
京
都
府
農
業
の
未
来

▼ 

府
立
植
物
園

▼ 

京
都
府
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
組

▼ 

府
立
医
科
大
学
で
の
先
端
医
療

▼ 

府
警
航
空
隊
の
活
動

▼ 

京
都
舞
鶴
港
を
活
か
し
た
北
部
振
興

▼ 「
海
の
京
都
」
に
お
け
る
観
光
振
興

▼ 

農
山
漁
村
の
持
続
的
な
発
展

代
表
質
問
（
主
な
項
目
）

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

2月19日（木）2月20日（金）2月23日（月）

▼ 

織
物
・
染
色
業
界
の
後
継
者
育
成 

▼ 

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷

▼ 

鴨
川
の
増
水
対
策 

▼ 

商
店
街
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持

▼ 
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
推
進 

▼ 
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進

▼ 

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活

　

 

用
し
た
本
府
の
取
り
組
み 

▼ 

京
都
ｅ-

お
薬
手
帳
の
普
及
、
活
用

▼ 

農
業
・
畜
産
の
政
策 

▼ 

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
必
要
性

▼ 

京
都
府
自
殺
対
策
に
関
す
る
条
例 

▼ 

日
本
酒
の
普
及
促
進

▼ 

日
本
経
済
と
京
都
経
済
に
か
か
る
問
題 

▼ 

商
店
街
施
策

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
観
光
振
興 

▼ 

全
国
育
樹
祭

▼ 

府
民
公
募
型
整
備
事
業
の
更
な
る
充
実 

▼ 

大
学
の
ま
ち
京
都
の
多
彩
な
人
材
や
施
設

　

 

の
活
用

▼ 

二
重
行
政
の
解
消 

▼ 

教
育

▼ 

由
良
川
流
域（
福
知
山
市
域
）に
お
け
る

 　

総
合
的
な
治
水
対
策 

▼ 

京
都
の
文
化
力

▼ 「
子
ど
も
の
貧
困
」
を
な
く
す
対
策 

▼ 

都
市
農
業
の
振
興

▼ 

府
南
部
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制 

▼ 

災
害
時
に
お
け
る
道
路
の
通
行
確
保

▼ 

地
域
再
生 

▼ 

地
元
京
北
町
の
振
興

▼ 

お
茶
の
京
都
と
府
南
部
地
域
の
国
際
観
光

     

施
策 

▼ 

次
世
代
自
動
車
の
普
及

巽 

昭
自
民　

京
丹
後
市

田
中 

健
志

民
主　

中
京
区

諸
岡 

美
津

公
明　

右
京
区

酒
井 

常
雄

民
主　

城
陽
市

小
鍛
治 

義
広

公
明　

南
区

松
井 

陽
子

民
主　

伏
見
区

原
田 

完

共
産　

中
京
区

片
山 

誠
治

自
民　
南
丹
市
・船
井
郡

渡
辺 

邦
子

自
民　

伏
見
区

豊
田 

貴
志

維
新　

山
科
区

井
上 

重
典

自
民　

福
知
山
市

成
宮 

真
理
子

共
産　

西
京
区

兎
本 

和
久

自
民　
木
津
川
市
・相
楽
郡

加
味
根 
史
朗

共
産　

右
京
区

中
川 

貴
由

自
民　

八
幡
市

京都府議会だより

●
次
回
の「
京
都
府
議
会
だ
よ
り
」は
7
月
に
発
行
し
ま
す
。

　

府
議
会
の
開
設
当
初
は
議
場
が
な
か
っ
た
た
め
、議
場

の
建
設
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

明
治
32
年
に
提
案
さ
れ
た
議
場
の
建
設
を
含
む
府
庁

舎（
現
在
の
旧
本
館
）改
築
計
画（
工
事
費
約
42
万
円
）は
、

同
年
に
発
生
し
た
風
水
害
の
復
旧
工
事
経
費
に
よ
り
、

予
算
超
過
の
た
め
否
決
。そ
の
後
、明
治
33
年
、第
９
代
高

崎
親
章
知
事
か
ら
前
回
よ
り
５
万
円
減
の
約
37
万
円
の

予
算
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。府
庁

舎
は
京
都
府
技
師
松
室
重
光
の
設
計
で
明
治
37
年
12
月

に
竣
工
。庁
舎
建
設
に
費
用
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、初
め
て
開
か
れ
た
議
会
で
は
、第
10
代
大
森
鍾
一
知

事
が
開
会
に
当
た
り「
本
年
の
議
案
に
つ
い
て
は
、全
体

に
お
い
て
は
極
め
て
節
制
を
加
え
た
り
。」と
述
べ
て
い

ま
す
。こ
の
議
場
は
現
在
の
議
場
が
建
設
さ
れ
る
昭
和
44

年
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
昨
年
、旧
本
館
竣
工
1
1
0
周
年
を
記
念
し
、館
内
に

あ
る
議
場
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結
婚
式

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
利
用
が
可

能
で
す
。

京
都
府
議
会

よ
も
や
ま
話

議
場
の
変
遷 

③

旧本館議事堂（修復後）

※京都府議会だよりNo.3、No.9に掲載した「京都中学校」の写真は、「なつかしい京都」（昭和33年 京を語る会 発行、田中緑紅 著）から転載したものです。

旧本館議事堂（当時）

検索府庁　旧議場

府議会だより No.11 4


